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中高層共同住宅用サッシにおける性能値の算出方法について（案） 

 

１. 建築研究所公表の計算方法に関する検討の必要性 

「戸建・低層共同住宅等」用の窓に関する建材 TR 制度においては、性能値の算出方法として

JISにより定める計算方法が指定されてきた。しかし、中高層共同住宅を含む「その他建築物等」

用の窓の特徴として、主に注文生産であり、建物ごとにサイズや、サッシの組合せが多岐にわた

るため、サッシメーカーが窓の Uw 値を個別計算することは、メーカーの事務負担を考慮すると

現実的とは言えない。そのため、「その他建築物等」用のサッシを建材 TR 制度の対象に追加す

るに当たっては、JISにより定める計算方法に代わる、より簡易的な手法を検討する必要がある。 

 

（参考）JISにより定める計算方法 

 

出所：戸建・低層共同住宅等用のサッシの TR 制度のとりまとめ資料（令和４年３月 10 日） 

 

なお、現時点では、目標基準値を定める対象を「その他建築物等」のうち中高層共同住宅（以

下、「中高層共同住宅」という。）に用いられるサッシのみとしているため、性能値の算出方法

については、中高層共同住宅用サッシに限定して検討を行うこととする。 

 

２. 建築研究所公表の計算方法と JISにより定める計算方法の比較 

（１） JISにより定める計算方法に代わる簡易的な手法について 

JIS により定める計算方法に代わる簡易的な手法として、建築研究所の技術情報で公表さ

れている「窓等の大部分がガラスで構成される開口部の簡易的評価」（以下「建築研究所公

表の計算方法」という。）によることが考えられる。 

 

（参考）窓等の大部分がガラスで構成される開口部の簡易的評価 

 

出所：国立研究開発法人 建築研究所  
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建築研究所公表の計算方法では、サッシの種類ごとにみなしガラスの Ug 値を当てはめて

計算することができるが、この計算方法は、「戸建・低層共同住宅等」用の窓を想定して作

られたものであるため、中高層共同住宅用の窓に対して適用するに当たっては、妥当性の検

証が必要となる。 

 

（２） 製造事業者への調査結果について 

建築研究所公表の計算方法を中高層共同住宅用の窓に対して使用することの妥当性を検

証するために、サッシの各製造事業者の主力製品を対象として、性能値の個別計算を行うサ

ンプル調査を実施したところ、JIS により定める試験・計算方法と、建築研究所公表の計算

方法の結果は、概ね一致した。 

なお、現時点でサッシの製造事業者において、建物用途別出荷データが整備できていない

ため、サンプル調査の対象は、中高層共同住宅用サッシを含む「その他建築物等」用サッシ

としている。 

 

（参考）サンプル調査の結果 

 

※建築研究所公表の計算方法におけるガラスの Ug 値は、単板ガラス 6.00W/㎡ K、二層ガラス・中空層 6 ㎜

以下 2.85W/㎡ K、二層ガラス・中空層 6 ㎜超 1.99W/㎡ K としているが、想定ガラスが異なる場合は個別

に置き換えている。 

 

（参考）サンプル調査の実施概要 
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３. 建築研究所公表の計算方法を採用することの妥当性 

建築研究所公表の計算方法を、中高層共同住宅用サッシの性能値算定方法として採用すること

を検討した結果、下記２点の理由から採用することが妥当であると考える。 

➢ JISにより定める試験・計算方法による計算結果と概ね一致する 

前述のとおり、中高層共同住宅用サッシを含むサンプル調査結果は、概ね一直線上にプロ

ットすることができ、JIS により定める試験・計算方法と、建築研究所公表の計算方法の結

果は、概ね一致すると言える。 

 

➢ 「その他建築物等」においてはサイズの大きい窓の出荷が多い 

実際に、中高層共同住宅用として出荷される製品は、エントランス用やベランダ側用が多

く、今回の調査対象よりもサイズが大きい。窓は、一般的にサッシよりもガラスの構成比の

方が大きいため、窓の性能値はガラスの性能値の影響を受けやすいが、建築研究所公表の計

算方法では、みなしガラスの性能値を採用しており、窓のサイズは考慮されていない。その

ため、サイズが大きい窓においては、建築研究所公表の計算方法により算出した性能値の方

が、JIS に定める計算方法により算出した性能値よりも低くなる（高性能側に評価される）

と考えられる。よって、危険側にプロットされている一部製品についても、実際の出荷製品

の Uw値はより安全側の実性能である可能性が高い。 

 

（参考）サンプル調査の結果 

 

※建築研究所公表の計算方法におけるガラスの Ug 値は、単板ガラス 6.00W/㎡ K、二層ガラス・中空層 6 ㎜

以下 2.85W/㎡ K、二層ガラス・中空層 6 ㎜超 1.99W/㎡ K としているが、想定ガラスが異なる場合は個別

に置き換えている。 


